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はじめに

昨今の経済におけるグローバル化の影響を受け、
これからの世代を担う多くの高校生たちは今後ます
ます英語を使ってコミュニケーションをする機会が
増えてきます。そのような時代背景の中で、「英語表
現Ⅰ」の教科書であるMy Way English ExpressionⅠ
（以下、My Way）の目標は、生徒一人ひとりが言語
能力と言語感覚を磨き、明確な論理展開の方法と表
現力を培い、将来、諸外国の人々とコミュニケーショ
ンが取れ、ひいては親密な人間関係を築いていける
態度を育成することにあります。
今回の新学習指導要領では、一段と生徒のコミュ
ニケーション能力と態度の育成が強調され、新たに
「英語表現」という科目が生まれました。My Wayで
は、その趣旨を最大限に活かし、高校の現場で先生
や生徒が何よりも使いやすいことを念頭に置き、生
徒が基礎から英語が学べ、論理的な表現力を身につ
け、文化や言語に気づきながら、総合的な言語活動
に至る教科書作りを目指しました。

英語のしくみを理解して、論理的に表現する

「私の高校では、学習指導要領にあるような総合
的な言語活動ができない」とよく言われるのを聞き
ます。実際、私自身中学の教師をしていた時に同じ
ようなことを感じていました。しかし、私自身の試
みが私の考えを変えました。それは、20数年前の研
究授業で、日本の中学3年生がオーストラリアの同
じ中学3年生に国際電話をかける、という実践を行っ
たことです。当時はインターネットや携帯電話など
ない時代、いわゆるダイヤル式の黒電話の時代で
す。この授業を実施するために、事前に綿密な計画
を立て、教室内の生徒全員が会話の内容が聞こえる
ようにしました。その結果、当日生徒はオーストラ

リアの生徒とお互いに質問し合うことで、理解し合
い、ささやかではありましたが、心のこもった交流
ができました。この実践から私は、生徒の到達すべ
き目標を明確にし、段階を踏まえて、系統的な指導
をすることで、中学生でも総合的な言語活動ができ
ることを実感しました。しかし、このような活動は
ともすると「電話で質問し、答える」という活動だ
けに焦点が当たってしまいます。つまり、その活動
だけに必要な文法事項、文型、語彙だけを学ぶとい
うきらいがあります。高校の英語では、ただ単にコ
ミュニケーション活動を行うだけでは不十分です。
高校時代は、中学の基礎に基づき、英語でより高度
なコミュニケーションができるための文法・文型や
語彙の知識を同時に身につける時期でもあります。
特に言葉のしくみの基本である文法・文型に関して
は、ぜひ高校時代に身につけておきたいものです。
また、高校時代は社会性や論理性を身につけられる
時期です。そのために、本教科書では、題材に配慮
し、文化や言語に対する気づきや論理性を身につけ
られるようにしました。では、本教科書の特徴を7

項目に分けて述べてみましょう。

（1） 英語のしくみを学び、speakingとwriting
活動に導く

前述したように、My Wayでは英語のしくみであ
る文法・文型を重視します。しかし、英語のしくみ
だけでなく、最終的には実際に生徒が教室で表現活
動ができることに狙いがあります。では、なぜ言葉
のしくみから学んでいく必要があるのでしょうか。
日本でも最近はイマージョン式英語教育といって、
目標言語である英語そのものを学ぶのではなく、目
標言語を使って教科を学ぶ学校が増えています。イ
マージョン式英語教育は、英語を使用するという点
では非常に有効です。しかしながら、ともすると英
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語を正しく使うという点では、問題があることが分
かってきています。実際、最近の第二言語習得理論
でも、例えば、Focus on formに見られるように、
意味を重視しながら形式である文法・文型をどのよ
うに教えるのかということに研究の焦点が移ってい
ます。このような状況の中で、日本の普通の高校生
が英語を身につけていくためには、今までのように
ただ単に文法を理解するだけではなく、理解した上
で、それを生徒の身近な場面に置き換えて実際に使
うという視点が重要です。そこで、My Wayの本課
である毎回のLessonでは、文法・文型をLearn!の
所で学び、Practice!で練習し、Use!で自己表現活動
を行います。そして、活動の最終段階に、総合的な
言語活動であるProject Workを取り入れました。

（2）文法シラバスをコミュニケーションに活かす
Communicative Approachが導入された頃、文法

シラバスに変わって、Notional Functional （概念・
機能）シラバスが提唱されました。確かに英語教育
史上では、画期的な出来事でした。しかし、概念・
機能シラバスが文法・文型と必ずしも明確な対応が
ないこと、英語の文法大系が日本語の文法大系とか
なり距離があることから、日本の高校生にとっては
必ずしもそれが良いとは限りません。むしろ、日本
語とは異なる言語体系を持った英語の文法事項をま
とめて学習した後に、コミュニケーション活動をす
る方が能率的であると言えます。そこでMy Wayで
は、5つのUnitからなる文法事項のまとまりを作り、
その中で体系的かつ意味を重視した指導ができるよ
うに工夫しました。例えば、Unit 1では、日本語と
大きく異なる「英語の時制」を扱い、中学校で学ん
だ時制を含めて英語の基礎的・基本的な時制を学び
ます。Unit 2では、助動詞を話者の心的表現と捉え
ます。また、受動態の形式だけを指導するのではな
く、受動態が使われる際に重要である「話し手の視
点」という観点から取り扱います。つまり、一つの
出来事を表現する際に、話し手が何を主語にするか
によって文が能動態になったり、受動態になったり
するということです。また、それぞれのUnit終了後
には、Unitで扱った文法を復習します。さらに、生
徒の文法に関する意識を高めるために、英語のしく
みとコミュニケーションを結びつけたGrammar for 

Communicationというコラムを設けています。 

（3）中学校と高校の橋渡し
小学校の英語教育が始まり、小・中との連携の重
要性が言われていますが、中学と高校の連携も古く
て新しい問題です。私自身、高校生になった時に、
高校の英語の授業に戸惑ったことがあります。その
最も典型的な例は、基本的な文法用語を知らないこ
とから起こる問題です。高校の先生が何気なく使っ
ている文法用語がわからず、英語が急に難しくなっ
たと感じる高校1年生が多いからです。文法用語の
知識と英語力の間には何も関係がありません。文法
用語は、本来英語のしくみを理解する際に便利な言
葉です。その便利な言葉が生徒の理解の障害になる
場合があります。そこでMy Wayでは、教科書の本
課の前に、Get ready!という復習のページを設け
て、英語の文法の基礎を身につけると同時に基本的
な文法用語を理解できるようにしました。その中に
は、例えば、高校生にとっては難しく感じる英語の
冠詞の用法の基本が、名詞の単数・複数とともに解
説されています。またMy Wayでは、生徒が目的を
持って文法事項が学べるように、Unitの最初はその
中で扱う文法事項の要点をわかりやすく図にまと
め、Unit内で扱う文法項目間の関係もできる限り関
連づけられるように示してあります。

（4）Lessonに含まれる様々な活動
それでは、見開き2ページになっている1つの

Lessonについて、少し詳しく述べてみましょう。生
徒は、写真を見て正しい英文を選ぶ listeningの活動
から入ります。次に、Learn!の段階では、目標とな
る文法項目の2つの基本文とそれに関連する例文
が、簡潔でわかりやすい解説とともに示されていま
す。例文は、該当する文法項目から高校生にとって
必要とされるものを選び、Lessonのテーマに沿った
わかりやすい英文にしました。次に、目標となる文
法項目の理解度を確かめる簡単なCheckがありま
す。ここまでが見開きの左側のページです。右側の
ページは、練習問題であるPractice!と、目標となる
文法項目を使って生徒自身が文を書き、話す活動を
行うUse!です。練習問題といっても機械的な練習で
はなく、意味を考えた練習問題が含まれています。
例えば、Grammar in Useでは、目標となる文法事
項を使った50 words程度のまとまった文章があ
り、英語を聞いて、空所を補充するdictationの活動
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と全体を通して音読する活動が含まれています。ま
た、生徒の理解を助けるために、右側にその文章に
関する日本語のOutlineが示されています。Exercises

では、目標文法事項に関する練習問題が易から難へ
と配列されています。そして、最後にUse!があり、
ここで生徒は、目標文法項目を使って、自分の考え
や経験したことなどを英語で書き、話す自己表現活
動を行います。

（5） 題材や例文から文化や言語に対する気づき
を促す

文法の参考書にはあらゆる文法・文型と詳しい説
明が書かれていますが、欠点として、生徒が表現し
たい一貫したテーマに基づいては書かれていませ
ん。My Wayでは、それぞれの課ごとに、ゆるやか
に統一されたテーマがあります。例えば、Lesson 8

の見出しは「興福寺の阿修羅像」となっています。
全体が阿修羅像の話ではなく、日本の伝統文化を扱
いながら、Grammar in Useでは阿修羅像がテーマ
になっているのです。また、練習問題には「江戸時
代には梅の花が好まれていた」、「アイヌ語はかつて
北海道で多くの人々に話されていた」というような
伝統文化や言語に対して、生徒の気づきを促すよう
な例文も多く含まれています。

（6）論理性を養う3文writing
Unitの最後には、全体をまとめた文法問題ととも
に、Write a Paragraph!という活動が設けられてい
ます。この活動の目的は、Use!で行ってきた1文の
英作文を3文のparagraphにすることです。最小の
paragraphではありますが、生徒は「導入」「展開」「結
論」という指示に従って、文と文との論理関係を理
解しながら、英語で文章を書いていくことになりま
す。本格的なparagraph writingについては、My 

Way English ExpressionⅡで扱うことになりますの
で、ここではその基礎と基本的論理関係を学びま
す。大学生でも文と文の関係を意識しないで英語の
文章を書く学生が多いことから、この段階から文と
文との論理関係を考えさせることが大切です。

（7）総合的な言語活動（Project Work）
Project Workは、それぞれのUnitの最後に全体で

5つ用意されています。この活動の目的は、生徒の

総合的な言語活動です。例えば、Project Work Eで
は、ペットについてのspeechをします。その際に、
モデルとなるspeechに関して聞き取り、要点を読み
取ることが第1段階です。次に、モデルを基に異なっ
た立場からspeechを組み立てていきます。まず、与
えられた中から理由を2つ選び、また自分で理由を
1つ考えます。次に、それらを基にspeech全体の構
成である「あいさつ」「主張」「つなぎの表現と理由1」
「つなぎの表現と理由2」「つなぎの表現とあなたの
理由」「結論と終わりのあいさつ」と書かれた表を
整理していきます。この構成表は、文と文の関係を
考えさせながら書かせるためのものです。すなわ
ち、生徒に論理性を身につけさせるものです。この
ようにして、生徒は論理的表現について注意しなが
らspeechを書き、最終段階として発表します。ここ
で重要な点は、speechをする際に書くプロセスを重
視していることです。また、話す際に注意すべき点
として、Tips for Speakingというコーナーが設けら
れ、話す際の発話・態度にも注意を促しています。

英語で行う授業

最後に「英語で行う授業」に関して簡単に述べて
おきます。本教科書を使って、英語で授業を行うこ
とは可能です。しかし、英語で授業を行うことが目
標ではなく、それは生徒のコミュニケーション能力
を育成するための一つの手段です。本教科書の文法
解説は、学習指導要領の解説にもあるように日本語
で行うべきです。最近のBilingual教育でも、目標言
語である英語で授業を行う中で、母語である日本語
をどのように効果的に使っていくかが課題になって
います。ぜひ、My Wayを手に取ってご覧ください。

新教科書の編集方針

新教科書『セレクト英語会話』の 学習指導要領に
おける目標は「英語を通じて、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育成するとともに、身
近な話題について会話する能力をやしなう。」となっ
ており、平成19年度に改訂された現在のオーラルコ
ミュニケーションⅠの学習指導要領と内容は基本的
にほとんど変わっておりません。科目名は「Oral 

CommunicationⅠ」から「英語会話」となりました
が、テーマ・題材、言語活動の扱い、文法の扱い、英
語での授業は現行と同じ扱いです。従って、新教科書
の「英語会話」は現行『SELECT Oral Communication

Ⅰ』の編集方針を踏襲致します。
今回の『セレクト英語会話』は1996年初版の

『SELECT Oral Communication A』の流れを受け継
いだ教科書です。この間、『セレクト』の基本コン
セプトとして長年教育現場で大きなご支持を頂いて
きた「Key Expression方式」「5段階ステップ式」「コ
ミュニケーション活動」「ワークシート」などの指
導法を完全に受け継ぎました。今回の『セレクト英
語会話』でも、「授業が進めやすく、教えやすい」「楽
しく学べて力がつく」「基本表現を繰り返し段階的
に学ぶので、授業がしやすく達成感がある」「教材
が充実していて評価がしやすい」という基本的な編
集方針にさらに磨きをかけて編集致しました。

追加項目とその対応

新学習指導要領には、現行にない追加項目「海外
での生活に必要な基本的な表現を使って、会話する」
がありますので、その対応が新しく追加する内容に
なります。
海外での生活というと、高校生にとっては「留学」

が一番可能性が高いと思われます。そこで新教科書

では東西高校の生徒として新に亜紀と拓を登場さ
せ、アメリカへ留学させる「亜紀と拓の留学日記」
の物語を作りました。また前見返しは空港の到着
ゲートの場面、後ろ見返しはお別れパーティの場面
として使用しましたので、アメリカ入国からホスト
ファミリーとの生活、学校での勉強、休日の観光、
そして帰国のためのお別れパーティまで留学全体の
流れがわかるように致しました。
基本的な会話表現は、イラストで面白く描かれた
留学生活の様々な場面の中で、実用的な会話として
使われています。 会話場面は、本文の「亜紀と拓の
留学日記」の中で47例、前後の見返しで25例、合
計72の対話文としての会話表現が使われています。

（1）「亜紀と拓の留学日記」
留学生活を大きく　1.ホストファミリーの家　

2.食事と手伝い　3.アメリカの学校　4.楽しい休日
の4つに分けています。4つの項目はそれぞれ、初
対面のあいさつと家の中の案内、食事と手伝い、学
校でのランチタイムや休み時間、授業と放課後、さ
らに市内観光や週末旅行など、具体的な生活場面に
分かれています。
留学生の亜紀と拓は同じ高校に留学しますが、

様々な留学生活を紹介するため、別行動をとり、ホ
ストファミリーも異なって設定されています。
会話の場面や表現は基本的なものを配置してあり
ますが、学習者の生徒に興味を持たせるため、画面
には面白い人物や動物を登場させ、 時には少しオー
バーに描き、楽しくユーモアのあるイラストを心が
けました。
なお、留学の会話だけでなく、アメリカの文化的
な背景や地理的な説明を簡単にまとめた「一口コラ
ム」を場面ごとに準備しましたのでご活用ください。

特 集　「新教科書」 — これからの英語教育

『SELECT English Conversation』の
編集方針と内容

拓殖大学　北 出 　 亮


